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winDVに JR3VHのリフレクター番号を割り付ける 

Shu JA3GQJ 

まだまだ試験運用の域を出ませんが昨年来から懸案の JR3VH のリフレクターを開設する

運びになりました。そのためには以下の要領でwinDVに番号を割り付ける必要があります。 

１）ディスクトップのアイコンを右クリックして開いた画面の一番下にある「プロパティ」 

を選択します。 

 

２）開いた「winDV プロパティ」画面の「ファイルの場所を開く」をクリックします 
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３）すると w i n D V のフォルダーにあるファイルの一覧が表示されます。 

 

５）そのファイル一覧から「dxhosts」と「dphosts」の二つのファイルをドラッグして 

からディスクトップにドロップして貼り付けます。 
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６）ディスクトップに貼り付けた二つファイルのどちらが先でもいいのですがダブル 

クリックしてそのファイルを開きます。この例のように「dxhosts」を開いたときは 

次のように XRFxxx リフレクターのリストの一覧が表示されますのでそこへ前後の 

例に習って「XRF081 ja3gqj.dip.jp」の一行を書き込んで保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

７）同じ要領で「 d p h o s t s」を開いて今度は R E F x x x リフレクターリストに 

「REF081 192.168.1.200」と記入して保存します。 

 

 

８）これで JR3VH のリフレクターが XRF と REF の両方で使えるリストに追加され 

ましたのでディスクトップにあるこれら二つのファイルをドラッグして元のwinDVの 

フォルダーに戻します。 

 

お気づきのように入力するデーターがリフレクターによって XRFは「ja3gqj.dip.jp」 

REFは「192.168.1.200」のように異なっています。 

本来は両方とも「ja3gqj.dip.jp」で動作しなければいけないはずですが、当局の試行 

ではこのように二通りを採用しないと旨く動作しませんでした。 
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9）リストの整理が終わると以前 REF001 とか REF071 を「DV Node for Windows」 

画面のボタンに割り付けたように空いているボタンを選んで「Gateway Selection」画面 

のリストから XRF0081と REF081をそれぞれ選んで割り付けをします。 

 

「Tool」→「Edit Quick Tunes」を選択. 

 

「Edit QuickTune Settings」画面が開くので空いてるところの「Configure」ボタンを 

クリックします。 
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どちらが先でよいですが開いた「」画面で REF081と XRF081次のステップで各ボタンに 

割り付けます。 

 

REF081Cを選んで「SAVE」クリック 

 

 

REF081Cが空欄に入ったことを確認したら次の「Configure」ボタンをクリック。 
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XRF081Bを選んで「SAVE」クリック 

 

 

XRF081Bが次の空欄に入ったことを確認したら次の「SAVE」ボタンをクリック。 
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「Close」ボタンをクリックして「Edit QuickTune Settings」画面を閉じる。 

 

 

「DV Node for Windows」画面に戻ったら予定したボタンに REF081と XRF081があることを確認する。 

 

 



9 

 

以上が当局で試験運行を行った結果のまとめです。JR3VHのリフレクター番号は081です。 

その前に XRF が付けばヨーロッパ系、REF が付けばアメリカ系でそれぞれ XRF081、 

REF081 となります。ほかに DSC 付ければドイツ系のリフレクターになりますが今回は 

省略しています。 

 

今朝ほど JH1RDA斎藤さんからいきなり「JR3VHリフレクター開局おめでとう」との 

メールが入り記録を見ると昨晩の午後 11半ごろに JR3VHのリフレクターに第一号として

アクセスされていました。彼は海外のフォーラムで当局の動きを察知していたそうです。 

 

そんなこんなで我が JR3VH クラブの皆さんもわいわいがやがや、我がリフレクターに 

アクセスする試みをして頂きたいと思います。 

 

何せこの XLX Multiprotocol Gateway Reflectorというソフトはつい最近ルクセンブルグ

の XL1IQ Luc さんによって開発されたもので運用していく中で色々なバグが出てくると 

思いますが、かの斎藤さんとは XRF018B で QSO 出来ましたので我がリフレクターは 

稼働している事が実証されましたが今回立ち上がったリフレクターはとりあえず当局が 

使用していた DNSプロバイダーのグローバル IPアドレスを流用している関係で本来なら

ja3gqj.dip.jp は jr3vh.dip.jpにならなければなりませんが動作状態が安定するのを見計ら

ってそのあたりも整理してはと思っています。また、当初予定していたリピーターとの 

リンクがどうなるのかは現在不明です。 

などなど、今後整理しなければならない事柄が沢山出てくると思いますが先ずは試運転が

出来るようになったことをご報告します。 
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